
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
三
月
二
十
六
日
発
行

『
大
倉
山
論
集
』
　
第
六
十
六
輯
抜
刷

（
公
益
財
団
法
人
　
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
）
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革
史
資
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中
心
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─
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新
出
資
料
か
ら
み
る
帰
一
協
会
の
全
体
像

　
　
　
　
　
─
沿
革
史
資
料
を
中
心
に
─

星　

原　

大　

輔

目
　
次

　

は
じ
め
に

一　

帰
一
協
会
の
会
員
に
つ
い
て

二　

活
動
後
期
に
お
け
る
帰
一
協
会
例
会
に
つ
い
て

三　

帰
一
協
会
規
約
の
改
正
に
つ
い
て

　

お
わ
り
に

資
料
一　
「
帰
一
協
会
会
員
一
覧
」
稿

資
料
二　

昭
和
四
年
度
か
ら
昭
和
一
五
年
度
ま
で
の
「
帰
一
協
会

例
会
で
の
講
演
者
一
覧
」
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は
じ
め
に

　

前
号
『
大
倉
山
論
集
』
第
六
五
輯
の
「
大
倉
邦
彦
の
社
会
貢
献
と
そ
の
理
念
─
新
出
資
料
の
翻
刻
紹
介
─
」
に
お
い
て
、
大
倉
精
神
文

化
研
究
所
創
立
者
・
大
倉
邦
彦
が
昭
和
一
〇
年
（
一
九
三
五
）
一
月
二
九
日
、
帰
一
協
会
主
催
の
例
会
で
行
っ
た
講
演
録
（
演
題
「
学
生

並
に
成
年
者
の
精
神
教
育
─
東
洋
的
な
も
の
を
求
め
て
─
」）
を
翻
刻
掲
載
し
た
。
帰
一
協
会
（
以
下
、
協
会
と
略
記
す
る
）
と
は
、
日

本
女
子
大
学
創
立
者
の
成
瀬
仁
蔵
が
中
心
と
な
り
、
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
六
月
二
〇
日
に
発
足
し
た
国
際
的
学
術
文
化
交
流
団
体

で
、
宗
教
・
道
徳
の
研
究
と
諸
宗
教
の
相
互
理
解
・
協
力
の
推
進
を
目
的
に
、
研
究
会
・
出
版
・
公
開
講
演
会
な
ど
の
事
業
を
行
っ
た
と

さ
れ
て
い
る
。
大
倉
邦
彦
（
以
下
、
邦
彦
と
略
記
す
る
）
は
会
員
で
、
な
お
か
つ
義
祖
父
の
大
倉
孫
兵
衛
、
義
父
の
大
倉
文
二
も
ま
た
会

員
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
当
研
究
所
で
は
、
大
倉
家
と
協
会
と
の
関
係
及
び
協
会
の
活
動
に
関
心
を
寄
せ
、
史
料
や
文
献
の
収
集
に
努
め

て
い
る
。

　

平
成
三
〇
年
（
二
〇
一
八
）
二
月
、
見
城
悌
治
他
編
『
帰
一
協
会
の
挑
戦
と
渋
澤
栄
一
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
同

書
に
は
協
会
の
活
動
や
主
要
会
員
の
思
想
等
に
関
す
る
一
〇
本
の
研
究
論
文
と
コ
ラ
ム
な
ど
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
様
々
な
示
唆
を
得
た
。

し
か
し
、
巻
末
に
あ
る
「
帰
一
協
会
例
会
で
の
講
演
者
一
覧
」
が
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
四
月
ま
で
と
な
っ
て
い
る
の
を
見
て
疑
問
を

抱
い
た
。
そ
の
理
由
の
一
つ
は
前
掲
の
講
演
記
録
が
掲
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
で
、
も
う
一
つ
は
最
近
整
理
し
た
所
蔵
資
料
に
、
昭
和
八

年
以
降
実
施
さ
れ
た
例
会
の
年
月
日
や
講
演
者
及
び
論
題
が
記
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
改
め
て
先
行
研
究
を
確
認
し
て
み
る
と
、
渋
澤
栄
一
が
死
去
し
た
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
以
降
、
具
体
的
な
活
動
内
容
を
確

認
で
き
る
資
料
が
乏
し
い
こ
と
か
ら
、
協
会
は
「
休
眠
状
態
」
に
あ
っ
た
と
い
う
の
が
通
説
と
な
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
研
究
所
所
蔵
の
関

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）
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係
資
料
（【
表
１
】）
は
他
所
で
は
現
存
が
確
認
さ
れ
て

お
ら
ず
、
か
つ
未
知
の
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が

判
明
し
た
。

　

現
在
、
当
研
究
所
で
は
沿
革
史
資
料
の
目
録
デ
ー
タ

を
、
図
書
館
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
「
情
報
館
」
を
通
じ

て
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
を
公
開
す
る
作
業
を
進
め
て
い
る
。
鋭
意

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
数
量
が
膨
大
で
あ
る
た
め
協
会

関
係
の
書
誌
情
報
が
公
開
さ
れ
る
ま
で
に
は
ま
だ
時
間

が
必
要
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
関
係
資
料
の
存
在
は
可
及

的
速
や
か
に
明
ら
か
に
す
べ
き
と
考
え
、
資
料
内
容
を

整
理
分
析
す
る
こ
と
と
し
、
さ
ら
に
他
機
関
で
も
関
連

資
料
の
蒐
集
を
行
っ
て
、
①
「
帰
一
協
会
会
員
一
覧
」

稿
、
及
び
②
昭
和
四
年
度
か
ら
昭
和
一
五
年
度
ま
で
の

「
帰
一
協
会
例
会
で
の
講
演
者
一
覧
」
を
作
成
し
た
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ま
だ
不
明
な
点
も
あ
る
が
、
活
動

後
期
を
含
め
た
帰
一
協
会
の
全
体
像
に
関
す
る
情
報
を

提
供
す
る
こ
と
は
関
係
研
究
の
一
助
と
な
る
と
考
え
、

簡
単
な
見
解
を
記
し
、
文
末
に
各
一
覧
を
掲
載
し
た
。

資料番号 資料名 概要

1 12724-48
帰一協会　趣旨、意見書、決議、宣言
并規約、講演題目、会員名簿并出版目
録（大正13年（1924）12月）

『渋沢栄一伝記資料』第46巻に収録され
ている「趣旨、意見書、決議、宣言並規
約会員名簿並出版目録」（679-681頁）と
同一のものと推定される

2 8717
帰一協会　趣旨・意見書・決議・宣言
並規約・会員名簿並出版目録（昭和 6
年（1931） 1 月）

表紙に「昭和六年一月改訂」と印刷され
ている

3 4566 昭和11年会員移動報告・例会講演記録（帰一協会）

4 12724-21
帰一協会　趣旨、意見書、決議、宣言
并規約、講演題目、会員名簿并出版目
録（昭和16年（1941） 1 月）

表紙に「昭和十六年一月改訂」と印刷さ
れている

5 7112 帰一協会・五月例会紀要 昭和 4年（1929）5 月17日／大倉邦彦「教
化運動に就いての余の体験」の講演録

6 2702・4516 帰一協会紀要
昭和10年（1935）1 月29日／大倉邦彦「学
生並に成年者の精神教育─東洋的なもの
を求めて─」の講演録

7 4565 欧州の政局と日本 昭和11年（1936） 9 月30日／頭本元貞が
例会で行った講演要旨をまとめた小冊子

8 5691 帰一協会（例会紀要）（邦彦講演録他） 昭和 4～12年にかけて発行された例会紀
要及び大会報告、計15点

9 29082 石津照璽書簡、大倉邦彦宛（昭和10年
2 月20日付） 帰一協会例会の速記原稿の校正依頼

10 30439 帰一協会書簡、大倉邦彦宛（昭和11年
5 月24日） 5月例会開催通知／ 4月例会の紀要も同封

11 31156 帰一協会書簡、大倉邦彦宛（昭和11年
11月21日） 11月例会開催通知

12 33363 帰一協会書簡、大倉邦彦宛（昭和13年
6 月24日） 6月例会開催通知／ 5月例会の紀要も同封

13 38571 帰一協会書簡、大倉邦彦宛（昭和17年
12月20日） 総会開催通知

【表1】大倉精神文化研究所所蔵「沿革史資料」中にある帰一協会関係の資料
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一
　
帰
一
協
会
の
会
員
に
つ
い
て

　
「
帰
一
協
会
会
員
一
覧
」
稿
（
以
下
「
会
員
一
覧
」
稿
と
略
記
す
る
）
は
、
左
の
資
料
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
会
員
一
覧
」
及
び
「
会

員
中
死
亡
者
」
を
基
に
作
成
し
、
そ
こ
に
『
渋
澤
栄
一
伝
記
資
料
』『
帰
一
協
会
紀
要
』
な
ど
の
情
報
を
補
足
し
た
。
各
資
料
の
書
誌
情

報
は
注
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
以
下
、
⑩
～
⑭
の
資
料
名
を
『
帰
一
協
会
趣
旨
等
』
と
略
記
す
る
。

　

①　
（
大
正
二
年
二
月
）『
帰
一
協
会
会
報
』
第
一

　

②　
（
大
正
二
年
六
月
）“First report of the A

ssociation Concordia of Japan”

　

③　
（
大
正
二
年
七
月
）『
帰
一
協
会
会
報
』
第
二

　

④　
（
大
正
二
年
一
二
月
）『
帰
一
協
会
会
報
』
第
三

　

⑤　
（
大
正
三
年
七
月
）『
帰
一
協
会
会
報
』
第
四

　

⑥　
（
大
正
三
年
一
二
月
）『
帰
一
協
会
会
報
』
第
五
号

　

⑦　
（
大
正
四
年
一
一
月
）『
帰
一
協
会
会
報
』
第
六
号

　

⑧　
（
大
正
五
年
七
月
）『
帰
一
協
会
会
報
』
第
八
号

　

⑨　
（
大
正
五
年
一
二
月
）『
帰
一
協
会
叢
書
』
第
一
輯

　

⑩　
（
大
正
七
年
一
二
月
）『
帰
一
協
会
趣
旨
、
意
見
書
、
決
議
、
宣
言
並
規
約
（
附
会
員
名
簿
並
出
版
目
録
）』

　

⑪　
（
大
正
一
三
年
一
二
月
）『
帰
一
協
会　

趣
旨
、
意
見
書
、
決
議
、
宣
言
並
規
約　

会
員
名
簿
並
出
版
目
録
』

　

⑫　
（
昭
和
六
年
一
月
）『
右
同　

昭
和
六
年
一
月
改
訂
』

（
5
）
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⑬　
（
昭
和
一
〇
年
一
月
）『
帰
一
協
会　

趣
旨
、
意
見
書
、
決
議
、
宣
言
並
規
約
、
講
演
題
目
、
会
員
名
簿
並
出
版
目
録　

昭
和
一
〇

年
一
月
改
訂
』

　

⑭　
（
昭
和
一
六
年
一
月
）『
右
同　

昭
和
一
六
年
一
月
改
訂
』

　

右
の
一
覧
を
見
て
わ
か
る
よ
う
に
、
設
立
し
た
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
六
月
か
ら
解
散
し
た
昭
和
一
七
年
（
一
九
四
二
）
年
一
二

月
ま
で
、
す
べ
て
の
年
度
の
「
会
員
一
覧
」
は
現
在
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
未
確
認
の
期
間
に
入
会
し
、
か
つ
退

会
し
た
人
物
が
存
在
す
る
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
今
回
掲
載
す
る
会
員
一
覧
を
「
稿
」
と
し
た
。

　

ほ
と
ん
ど
の
会
員
は
入
会
・
退
会
の
年
月
日
が
不
明
で
、『
渋
澤
栄
一
伝
記
資
料
』『
帰
一
協
会
紀
要
』
な
ど
に
よ
っ
て
特
定
で
き
る
事

例
は
稀
で
あ
る
。
そ
こ
で
個
々
の
入
退
会
の
時
期
を
①
～
⑭
の
資
料
に
あ
る
「
会
員
一
覧
」
に
お
け
る
記
載
の
有
無
で
判
断
し
た
。
す
な

わ
ち
「
会
員
一
覧
」
に
氏
名
が
初
め
て
登
場
し
た
直
前
の
期
間
に
「
入
会
」
し
、
ま
た
氏
名
が
明
記
さ
れ
な
く
な
っ
た
直
前
の
期
間
に

「
退
会
」
し
た
と
見
做
し
た
。
協
会
規
約
に
は
退
会
の
勧
告
又
は
除
名
に
関
す
る
条
文
は
な
く
、
第
八
条
に
「
会
員
退
会
せ
ん
と
す
る
と

き
は
本
会
に
通
告
す
べ
し
」
と
あ
る
。
な
お
在
籍
中
に
死
去
し
た
場
合
は
、『
帰
一
協
会
趣
旨
等
』
の
「
会
員
中
死
亡
者
」
に
氏
名
と
死

亡
年
月
を
掲
示
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
「
会
員
一
覧
」
稿
を
通
し
て
、
協
会
の
活
動
状
況
を
様
々
な
視
点
で
分
析
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
二
点
挙
げ
て
み
た
い
。

　

一
つ
目
は
、
会
員
数
の
変
動
で
あ
る
。
現
時
点
で
確
認
で
き
た
所
属
会
員
の
総
数
は
二
五
六
名
で
、
最
大
数
と
な
っ
た
の
は
大
正
七
年

（
一
九
一
八
）
一
一
月
時
の
一
五
二
名
で
あ
っ
た
（【
表
２
】）。
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
六
月
に
「
信
念
問
題
を
め
ぐ
る
決
議
」、
翌
五

年
二
月
に
「
時
局
問
題
に
か
か
る
宣
言
」
を
発
表
し
、
同
年
か
ら
『
時
事
論
叢
』『
帰
一
協
会
叢
書
』
の
刊
行
を
始
め
る
等
、
会
員
数
か

ら
み
て
も
、
協
会
の
活
動
は
第
一
次
世
界
大
戦
前
後
が
も
っ
と
も
盛
ん
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
そ
の
後
、
会
員
数
は
減
少
の
一

途
を
た
ど
っ
て
い
く
。
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ま
た
各
会
員
の
入
退
時
期
を
確
認
す
る
と
、
大
正
後
期
に
会
員
の
構
成
が
大
き
く
変
貌
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
大
正
五
年
一
二
月

と
大
正
一
三
年
（
一
九
二
四
）
一
二
月
と
で
は
二
名
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
期
間
の
入
会
者
数
が
六
〇
名
に
対
し
て
退
会
二
四

名
、
死
亡
三
四
名
と
、
会
員
の
四
割
近
く
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
以
後
も
会
員
の
入
れ
替
わ
り
は
多
く
、
初
期
（
大
正
前
期
）、

中
期
（
大
正
後
期
）、
後
期
（
昭
和
期
）
で
は
、
協
会
会
員
の
構
成
が
相
当
異
な
る
様
相
を
呈
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
所
属
会
員
の
変
化

も
協
会
の
活
動
実
態
を
考
察
す
る
上
で
、
考
慮
す
べ
き
点
で
あ
ろ
う
。

会員数 増減 入会 退会 死去
明治45年６月 40

36 37 1 0
大正２年２月 76

0 1 1 0
大正２年６月 76

3 3 0 0
大正２年７月 79

15 17 1 1
大正２年12月 94

18 21 3 0
大正３年７月 112

6 6 0 0
大正３年12月 118

14 16 2 0
大正４年11月 132

1 10 8 1
大正５年７月 133

1 2 0 1
大正５年12月 134

18 26 3 5
大正７年11月 152

－16 34 21 29
大正13年12月 136

－19 16 22 13
昭和６年１月 117

－9 16 9 16
昭和10年１月 108

－20 4 13 11
昭和16年１月 88
【表２】帰一協会会員数の変遷
　　　　（文末の「帰一協会会員一覧」稿を基に作成）
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二
つ
目
は
、
会
員
個
々
の
所
属
期
間
で
あ
る
。
大
正
後
期
か
ら
会
員
の
入
れ
替
わ
り
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
一
方
で
、
長
期
間
に
亙
っ
て

協
会
に
所
属
し
て
い
た
人
物
も
存
在
す
る
。

　

設
立
時
か
ら
解
散
一
年
前
の
昭
和
一
六
年
（
一
九
四
一
）
ま
で
一
貫
し
て
所
属
し
て
い
た
の
は
、
①
姉
崎
正
治
★

、
②
浮
田
和
民

★
、

③
大
橋
新
太
郎

★
、
④
シ
ド
ニ
ー
＝
ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク

★
、
⑤
阪
谷
芳
郎

★
、
⑥
佐
藤
鐵
太
郎
、
⑦
原
田
助

★
、
の
七
名
で
あ
る
（
以
下
、
★

印
は
評
議
員
を
務
め
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
示
す
）。
浮
田
は
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
頃
に
は
帰
一
協
会
の
活
動
状
況
を
批
判
す
る
よ

う
に
な
り
、
関
東
大
震
災
以
後
は
関
係
を
絶
っ
た
と
い
う
が
、
例
会
や
大
会
へ
の
参
加
は
不
明
と
は
い
え
、
名
簿
上
で
は
解
散
直
前
ま
で

所
属
し
て
い
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
よ
う
。

　

ま
た
設
立
初
期
に
入
会
し
解
散
の
一
年
前
ま
で
所
属
し
て
い
た
の
は
、
以
下
の
人
び
と
で
あ
る
。

（
大
正
元
、
二
年
入
会
）
内
ヶ
崎
作
三
郎
、
加
藤
玄
智
、
塩
澤
昌
貞

★
、
頭
本
元
貞

★
、
馬
場
恒
吾
、
ガ
レ
ン
＝
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
、
宮
岡
恒

次
郎

★
、
矢
野
恒
太
、
吉
田
静
致

★
、
山
内
繁
雄

★

（
大
正
三
年
入
会
）
ウ
ィ
リ
ア
ム
＝
ア
キ
ス
リ
ン
グ
、
秋
月
左
都
夫
★
、
麻
生
正
蔵
★
、
井
上
雅
二
★
、
郷
隆
三
郎
、
佐
藤
昌
介
、
Ｇ
・
ボ
ー

ル
ス
、
山
田
三
良

（
大
正
四
年
入
会
）
下
村
宏
、
増
田
義
一

★

（
大
正
五
年
入
会
）
鈴
木
貫
太
郎
、
Ｃ
・
Ｂ
・
テ
ン
ニ
ィ
ー
、
林
博
太
郎
、
森
越
太
郎

　

こ
の
ほ
か
、
長
期
に
亙
っ
て
所
属
し
評
議
員
も
務
め
た
が
、
途
中
で
退
会
ま
た
は
死
去
し
た
人
物
と
し
て
、
井
上
哲
次
郎
、
筧
克
彦
、

片
山
国
嘉
、
鎌
田
栄
一
、
添
田
壽
一
、
高
田
早
苗
、
服
部
宇
之
吉
、
早
川
千
吉
郎
、
目
賀
田
種
太
郎
な
ど
が
い
る
。

　

個
々
の
協
会
へ
の
関
り
に
つ
い
て
は
別
途
検
証
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
例
え
ば
、
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
に
は
会
報
を
は
じ
め
協

会
関
係
の
資
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
佐
藤
昌
介
が
昭
和
五
年
ま
で
北
海
道
帝
国
大
学
総
長
を
務
め
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

（
6
）

（
7
）
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ま
た
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
の
関
係
書
籍
は
、
高
田
早
苗
か
ら
の
寄
贈
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
し
た
が
っ
て
前
挙
し
た
人
び
と

は
、
協
会
関
係
の
資
料
を
調
査
す
る
上
で
特
に
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

本
章
の
最
後
に
、
大
倉
家
と
帰
一
協
会
と
の
関
係
に
つ
い
て
明
ら
か
と
な
っ
た
点
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
大
倉
孫
兵
衛
の
入
会
時
期
は
大
正
三
年
一
二
月
か
ら
翌
四
年
一
一
月
ま
で
の
間
で
、
孫
兵
衛
が
道
会
の
創
立
者
・
松
村
介
石
を
積

極
的
に
支
援
し
て
い
た
時
期
に
あ
た
る
。
お
そ
ら
く
森
村
市
左
衛
門
ま
た
は
成
瀬
仁
蔵
の
紹
介
で
入
会
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
死
去

ま
で
在
籍
し
て
い
た
が
、
例
会
等
に
出
席
し
た
記
録
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。

　

つ
ぎ
に
大
倉
文
二
は
、
大
正
七
年
刊
『
帰
一
協
会
趣
旨
等
』
収
録
の
「
会
員
中
死
亡
者
」
に
氏
名
と
死
亡
年
月
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、

会
員
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
し
か
し
大
正
五
年
一
二
月
ま
で
の
会
員
一
覧
に
は
氏
名
が
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
文
二
の
在
籍
期

間
は
極
め
て
短
か
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。

　

そ
し
て
邦
彦
は
、
大
正
一
三
年
一
二
月
刊
の
『
帰
一
協
会
趣
旨
等
』
収
録
の
「
会
員
一
覧
」
に
氏
名
は
な
く
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）

二
月
の
例
会
に
出
席
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）
一
月
か
ら
昭
和
三
年
一
月
ま
で
の
間
に
入
会
し
た
と
推
定
さ
れ

る
。
邦
彦
は
大
正
一
四
年
七
月
か
ら
『
感
想
』
の
発
行
を
始
め
、
翌
一
五
年
三
月
に
精
神
文
化
図
書
館
設
立
に
む
け
て
欧
米
視
察
の
途
に

就
い
て
い
る
（
翌
年
一
月
帰
国
）。
入
会
が
精
神
文
化
事
業
に
本
格
的
に
着
手
し
た
時
期
と
ほ
ぼ
重
な
っ
て
お
り
、
邦
彦
の
思
想
等
を
検

証
す
る
上
で
留
意
す
べ
き
点
で
あ
ろ
う
。

（
8
）

（
9
）

（
10
）
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二
　
活
動
後
期
に
お
け
る
帰
一
協
会
例
会
に
つ
い
て

　

昭
和
四
年
度
か
ら
昭
和
一
五
年
度
ま
で
の
「
帰
一
協
会
例
会
で
の
講
演
者
一
覧
」（
以
下
、「
講
演
者
一
覧
．
続
」
と
略
記
す
る
）
は
、

昭
和
四
年
度
か
ら
六
年
度
ま
で
は
前
掲
『
帰
一
協
会
の
挑
戦
と
渋
澤
栄
一
』
の
巻
末
付
録
「
帰
一
協
会
例
会
で
の
講
演
者
一
覧
」
に
関
係

資
料
の
情
報
を
補
足
し
て
作
成
し
、
そ
れ
以
降
の
年
度
は
、
以
下
の
資
料
に
基
づ
い
て
作
成
し
た
。

　

①　
（
昭
和
七
年
度
）「
報
告
」
の
付
録
「
昭
和
七
年
度
例
会
講
演
記
録
」（
佛
教
大
学
所
蔵
「
矢
吹
慶
輝
博
士
旧
蔵
遺
品
」
四
〇
九
五
）

　

②　
（
昭
和
八
年
度
～
九
年
度
）
昭
和
一
〇
年
一
月
改
訂
の
『
帰
一
協
会
趣
旨
等
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
例
会
講
演
題
目
」

　

③　
（
昭
和
一
〇
年
度
～
一
五
年
度
）「
昭
和
一
一
年
会
員
移
動
報
告
・
例
会
講
演
記
録
」、
昭
和
一
六
年
一
月
改
訂
の
『
帰
一
協
会
趣

旨
等
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
例
会
講
演
題
目
」

　

昭
和
一
六
年
（
一
九
四
一
）
一
月
か
ら
解
散
し
た
翌
年
一
一
月
ま
で
の
例
会
に
つ
い
て
は
、
典
拠
と
な
る
関
係
資
料
を
見
出
せ
な
か
っ

た
。
し
か
し
後
掲
す
る
昭
和
一
七
年
一
二
月
一
〇
日
付
帰
一
協
会
書
簡
に
「
十
一
月
例
会
に
て
出
席
会
員
の
賛
成
を
得
て
」
と
あ
り
、
開

催
さ
れ
た
可
能
性
は
高
い
。

　

さ
て
当
研
究
所
に
は
『
帰
一
協
会
紀
要
』（
以
下
、『
紀
要
』
と
略
記
す
る
）
が
数
点
現
存
し
て
い
る
。
こ
れ
に
は
次
頁
の
画
像
の
よ
う
に
、

例
会
の
日
時
、
場
所
、
出
席
会
員
数
、
講
演
者
と
演
題
に
続
い
て
、
講
演
録
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
六
年
一
月
改
訂
の
『
帰
一
協
会

趣
旨
等
』
に
、

昭
和
四
年
度
以
降
本
会
例
会
に
於
け
る
諸
講
演
は
そ
の
都
度
紀
要
を
つ
く
り
会
員
に
頒
付
せ
り
。
之
等
の
講
演
は
近
く
そ
の
目
録
、

要
旨
を
整
理
出
版
す
る
計
画
を
有
す
。

（
11
）

（
12
）

（
13
）

（
14
）

（
15
）

（
16
）
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と
記
さ
れ
て
い
る
。「
会
員
に
頒
布
」
と
あ

る
こ
と
か
ら
他
機
関
で
の
所
蔵
に
つ
い
て
調

査
し
た
と
こ
ろ
、
国
立
国
会
図
書
館
や
佛
教

大
学
に
も
『
紀
要
』
が
現
存
し
て
い
る
こ
と

が
判
明
し
た
。
そ
こ
で
可
能
な
限
り
現
物
を

確
認
し
て
、
得
ら
れ
た
情
報
も
「
講
演
者
一

覧
．
続
」
に
加
え
た
。
こ
れ
ら
『
紀
要
』
の

書
誌
情
報
は
、「
講
演
者
一
覧
．
続
」
の
「
典

拠
／
備
考
」
欄
を
確
認
さ
れ
た
い
。

　

と
こ
ろ
で
前
記
し
た
付
記
に
「
整
理
出
版

す
る
計
画
」
と
あ
る
が
、
現
段
階
で
は
こ
れ

に
該
当
す
る
資
料
を
特
定
で
き
て
い
な
い
。

昭
和
一
〇
年
一
月
改
訂
と
昭
和
十
六
年
一
月
改
訂
刊
行
の
付
記
に
は
い
ず
れ
も
「
之
等
の
講
演
は
そ
の
目
録
、
要
旨
を
整
理
し
、
そ
の
他

会
員
の
寄
稿
等
を
加
へ
て
近
く
出
版
す
る
計
画
な
り
」
と
あ
り
、
未
完
に
終
わ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

　

こ
の
「
講
演
者
一
覧
．
続
」
に
よ
っ
て
、
従
来
は
「
休
眠
状
態
」
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
昭
和
六
年
以
降
も
例
会
は
ほ
ぼ

定
期
的
に
開
催
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
各
例
会
の
「
論
題
」
か
ら
協
会
幹
部
が
意
識
し
て
い
た
「
時
局
問
題
」
が

う
か
が
え
る
。
例
え
ば
マ
ル
ク
ス
主
義
者
と
仏
教
学
者
の
間
で
論
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
昭
和
五
、
六
年
に
は
「
マ
ル
ク
ス
主
義
」
が
、

満
洲
事
変
、
国
連
脱
退
な
ど
外
交
問
題
が
生
じ
た
昭
和
七
、
八
年
に
は
「
国
際
平
和
」
が
、
そ
し
て
学
校
教
育
に
お
け
る
宗
教
的
情
操
の

（
17
）

（
18
）

　『帰一協会紀要』（沿革史資料№4516）
　　昭和10年1月29日に大倉邦彦が講演した例会記録
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涵
養
を
認
め
る
文
部
次
官
通
牒
が
出
さ
れ
た
昭
和
一
〇
年
以
降
に
は
「
宗
教
教
育
」
が
主
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。

　

た
だ
確
認
し
得
る
限
り
で
は
、
例
会
出
席
者
は
会
員
全
体
の
二
割
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
出
席
者
も
ほ
ぼ
固
定
さ
れ
て
い
た
。
初

期
（
大
正
前
期
）
と
比
べ
る
と
、
後
期
（
昭
和
期
）
に
お
け
る
協
会
の
活
動
は
低
調
で
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

三
　
帰
一
協
会
規
約
の
改
正
に
つ
い
て

　

さ
て
今
回
の
資
料
調
査
に
よ
っ
て
、
協
会
の
規
約
が
四
回
に
亙
っ
て
改
正
さ
れ
た
こ
と
も
確
認
で
き
た
。
こ
こ
か
ら
も
協
会
の
活
動
状

況
が
窺
い
知
れ
る
。

　

一
回
目
の
改
正
は
発
足
間
も
な
い
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
七
月
で
、
①
幹
事
を
五
名
か
ら
六
名
に
増
員
し
（
第
九
条
）、
②
仮
事
務

所
の
住
所
が
「
東
京
市
小
石
川
区
指
ヶ
谷
町
七
十
八
番
地
姉
崎
正
治
方
」
か
ら
「
東
京
市
本
郷
区
駒
込
追
分
町
三
十
番
地
」
へ
と
変
更
さ

れ
た
（
第
四
条
）。
こ
れ
は
幹
事
の
姉
崎
正
治
が
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
「
日
本
の
文
学
と
生
活
」
講
座
を
担
当
す
る
た
め
で
、
服
部
宇
之

吉
が
新
た
な
幹
事
と
な
っ
て
い
る
。
以
後
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
に
死
去
す
る
ま
で
、
服
部
は
幹
事
と
し
て
協
会
を
支
え
た
。

　

二
回
目
の
改
正
は
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
七
月
で
、
幹
事
が
六
名
か
ら
五
名
へ
減
員
さ
れ
た
（
第
九
条
）。
お
そ
ら
く
同
時
に
実
施

さ
れ
た
の
が
、
幹
事
の
交
代
で
あ
る
。
辞
任
し
た
の
は
浮
田
和
民
、
渋
澤
栄
一
、
森
村
市
左
衛
門
で
あ
る
。
森
村
と
渋
澤
は
お
そ
ら
く
高

齢
の
た
め
で
、
代
わ
り
に
森
村
市
左
衛
門
の
息
子
・
森
村
開
作
、
渋
澤
の
女
婿
・
阪
谷
芳
郎
が
新
た
に
就
任
し
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は

浮
田
の
後
任
が
い
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
規
約
改
正
が
審
議
さ
れ
た
大
会
の
関
係
資
料
は
、『
渋
澤
栄
一
伝
記
資
料
』
に
も
掲
載
さ

れ
て
い
な
い
。
こ
の
前
後
で
協
会
運
営
を
め
ぐ
っ
て
幹
事
の
間
で
意
見
が
紛
糾
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
ほ
か
、
仮
事
務
所
は

「
事
務
所
」
と
改
め
ら
れ
、
再
び
「
東
京
市
小
石
川
区
指
ヶ
谷
町
七
十
八
番
地
姉
崎
正
治
方
」
に
置
く
こ
と
と
な
っ
た
（
第
四
条
）。

（
19
）
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三
回
目
の
改
正
は
大
正
一
三
年
（
一
九
二
四
）
九
月
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
協
会
運
営
は
、
渋
澤
と
森
村
か
ら
の
年
間
一
〇
〇
〇
円
の

寄
附
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
森
村
は
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
に
死
去
し
、
大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）
九
月
一
日
の
関

東
大
震
災
で
各
会
員
の
生
活
に
も
大
き
な
影
響
が
生
じ
た
。
そ
の
た
め
寄
附
金
に
依
拠
し
な
い
経
済
基
盤
を
確
立
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ

ろ
う
。
ま
ず
そ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
事
業
の
う
ち
「
雑
誌
の
発
行
」
を
廃
止
し
た
（
第
三
条
第
二
項
の
削
除
）。
そ
し
て
会
費
を
六
円
か

ら
一
二
円
へ
と
増
額
し
、
一
〇
〇
円
以
上
の
会
費
を
一
括
し
て
納
付
し
た
場
合
は
以
後
会
費
を
必
要
と
し
な
い
「
終
身
会
員
」
制
度
が
新

た
に
設
け
ら
れ
た
（
第
六
条
）。
運
営
基
金
を
確
保
す
べ
く
「
終
身
会
員
」
制
度
は
「
即
時
実
行
」
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
応
募
の
有

無
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、「
事
務
所
を
東
京
市
に
置
く
」
と
変
更
さ
れ
（
第
四
条
）、
入
会
の
許
諾
を
「
申
込
後
一
ヶ
月
」
の
評
議

員
会
で
評
議
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
（
第
五
条
）。

　

そ
し
て
四
回
目
の
改
正
が
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
一
月
で
あ
る
。
設
立
当
初
は
壮
年
で
あ
っ
た
会
員
も
年
老
い
て
、
死
去
ま
た
は

退
会
す
る
者
が
相
次
い
で
い
た
。
そ
こ
で
会
費
を
十
二
円
か
ら
六
円
へ
と
半
額
と
し
（
第
六
条
）、
新
規
会
員
を
獲
得
し
て
協
会
の
「
隆

盛
」
を
計
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
会
費
の
減
額
に
よ
っ
て
運
営
資
金
の
不
足
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
姉
崎
は
渋
澤
に
「（
渋
澤
・

森
村
）
両
家
よ
り
五
百
円
ツ
ヽ
」「
其
他
会
員
有
力
者
中
よ
り
百
円
ツ
ヽ
ノ
寄
付
者
拾
名
位
」
を
得
た
い
と
伝
え
て
い
る
。
渋
澤
は
こ
れ

を
承
諾
し
た
ら
し
く
、
昭
和
四
年
度
の
収
支
計
算
書
に
は
五
〇
〇
円
の
寄
付
金
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
思
想
方
面
」
で
の
充
実

を
目
的
に
、
幹
事
を
五
名
か
ら
六
名
へ
と
増
員
し
た
（
第
九
条
）。
新
た
に
幹
事
に
就
任
し
た
の
が
矢
吹
慶
輝
で
あ
る
。
佛
教
大
学
所
蔵

「
矢
吹
慶
輝
博
士
旧
蔵
遺
品
」
に
、『
紀
要
』
が
多
数
現
存
し
て
い
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。

（
20
）

（
21
）

（
22
）

（
23
）
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お
わ
り
に

　

矢
吹
が
幹
事
に
就
任
し
た
昭
和
四
年
か
ら
『
紀
要
』
が
頒
布
さ
れ
る
な
ど
、
協
会
の
立
て
直
し
が
図
ら
れ
、
矢
吹
が
中
心
と
な
り
、
東

京
帝
国
大
学
宗
教
学
研
究
室
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
た
。
し
か
し
昭
和
一
四
年
（
一
九
三
九
）
六
月
に
矢
吹
が
、
つ
い
で
翌
月

に
は
長
く
幹
事
を
務
め
て
い
た
服
部
宇
之
吉
も
死
去
す
る
。
昭
和
一
六
年
一
月
改
訂
の
『
帰
一
協
会
趣
旨
等
』
を
見
る
と
、
麻
生
正
蔵
が

新
た
に
幹
事
に
就
い
て
い
る
が
、
幹
事
一
名
が
欠
員
と
な
っ
て
い
る
。
矢
吹
と
服
部
の
死
は
、
協
会
運
営
に
相
当
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の

で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、「
矢
吹
慶
輝
博
士
旧
蔵
遺
品
」
に
は
、
協
会
関
係
の
資
料
は
昭
和
一
三
年
度
ま
で
し
か
現
存
し
て
い
な
い
。

昭
和
一
四
年
度
か
ら
解
散
ま
で
の
活
動
実
態
に
つ
い
て
は
、
別
の
会
員
の
旧
蔵
資
料
か
ら
見
出
さ
れ
る
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

最
後
に
、
解
散
が
審
議
さ
れ
た
最
後
の
例
会
の
案
内
状
を
紹
介
し
て
締
め
く
く
り
と
す
る
。

拝
啓　

時
下
益
々
御
清
祥
奉
賀
候
。

偖
先
に
御
通
知
申
上
候
本
会
の
将
来
に
関
し
、
幹
事
会
の
提
案
と
し
て
、
本
会
成
立
以
来
恰
も
三
十
年
に
際
し
茲
に
一
先
づ
活
動
を

終
結
す
る
事
、
十
一
月
例
会
に
て
出
席
会
員
の
賛
成
を
得
て
仮
議
決
仕
候
。
依
て
今
回
総
会
を
開
き
右
議
決
を
本
極
と
致
度
、
即
ち

本
会
の
解
散
を
議
題
と
し
て
御
審
議
を
乞
ひ
候
。
右
議
決
愈
よ
決
定
の
上
は
本
月
例
会
が
本
会
最
後
の
会
合
と
な
る
べ
き
に
つ
き
、

午
餐
を
共
に
致
度
候
間
、
万
障
御
繰
合
せ
御
出
席
被
成
下
度
。
此
段
御
案
内
申
上
候
。
敬
具

　
　
　
　

昭
和
十
七
年
十
二
月
十
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

帰
一
協
会　
　

　
　
　

大
倉
邦
彦
殿

　
　
　
　

記

（
24
）

（
25
）
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一
、
日
時　

十
二
月
二
十
日
（
日
）
午
前
十
一
時

　
　

一
、
場
所　

丸
ノ
内
三
丁
目
丸
之
内
会
館

　
　

一
、
議
事　

幹
事
の
報
告
に
つ
ゞ
き
て
本
会
解
散
の
件

　
　

追
而
出
欠
来
る
十
六
日
ま
で
に
御
返
事
賜
度
候
。

注（
１
）　

高
橋
昌
郎
「
帰
一
協
会
」
項
（『
国
史
大
辞
典
』
第
四
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
五
十
八
年
）、
帰
山
玲
子
「
帰
一
協
会
」
項
（『
岩
波
キ
リ
ス
ト
教

辞
典
』
岩
波
書
店
、
平
成
十
四
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
２
）　

大
倉
邦
彦
は
昭
和
六
、
七
年
度
に
評
議
員
を
務
め
て
い
る
（
沿
革
史
資
料
№8718

『
帰
一
協
会　

趣
旨
、
意
見
書
、
決
議
、
宣
言
並
規
約　

会
員

名
簿
並
出
版
目
録 

昭
和
六
年
一
月
改
訂
』）。
な
お
評
議
員
の
任
期
は
二
年
（
規
約
第
一
一
条
）。

（
３
）　

沿
革
史
資
料
№12724-21

『
帰
一
協
会　

趣
旨
、
意
見
書
、
決
議
、
宣
言
並
規
約
、
講
演
題
目
、
会
員
名
簿
並
出
版
目
録　

昭
和
一
六
年
一
月
改
訂
』

に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
会
員
中
死
亡
者
」
参
照
。

（
４
）　

山
口
輝
臣
「「
帰
一
」
と
い
う
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
「
信
仰
問
題
」―
姉
崎
正
治
を
中
心
に
」（
見
城
悌
治
他
編
『
帰
一
協
会
の
挑
戦
と
渋
澤
栄
一
』
ミ

ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
平
成
三
〇
年
）
二
二
三
頁
。
高
橋
原
は
東
京
大
学
宗
教
学
研
究
室
所
蔵
の
資
料
等
を
利
用
し
て
、
昭
和
初
期
の
活
動
実
態
を
紹

介
分
析
し
て
い
る
が
（
同
「
帰
一
協
会
の
理
念
と
そ
の
行
方
―
昭
和
初
期
の
活
動
」『
東
京
大
学
宗
教
学
年
報
』
二
〇
、
東
京
大
学
文
学
部
宗
教
学

研
究
室
、
平
成
一
四
年
）、
別
稿
で
「
関
東
大
震
災
以
降
の
史
料
が
乏
し
く
、
活
動
の
実
態
解
明
に
は
課
題
を
残
し
た
」
と
も
述
べ
て
い
る
（
同
「
書

評 

見
城
悌
治
編
『
帰
一
協
会
の
挑
戦
と
渋
澤
栄
一 

グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
「
普
遍
」
を
め
ざ
し
て
』」（『
日
本
思
想
史
学
』
五
〇
、
日
本
思
想
史
学
会
、

平
成
三
〇
年
）。

（
５
）　

①
東
京
大
学
附
属
図
書
館
蔵
、
請
求
番
号ZB

:24

、
②
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
、
請
求
記
号ZF 00475

、
③
～
⑧
国
立
国
会
図
書
館
蔵
、
請
求
記

号14.5-2

、
⑨
国
立
国
会
図
書
館
蔵
、
請
求
記
号H

81-E5

、
⑩
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
蔵
、
請
求
記
号/

和
文
パ
ン
フ/3412-5

、
⑪
大
倉
精
神
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文
化
研
究
所
蔵
、
沿
革
史
資
料
№12724-48

、
⑫
同
上
、
沿
革
史
資
料
№8717

、
⑬
同
志
社
大
学
図
書
館
蔵
、
請
求
記
号061||K

318

、
⑭
大
倉
精

神
文
化
研
究
所
蔵
、
沿
革
史
資
料
№12724-21

。

（
６
）　

姜
克
實
「
浮
田
和
民
の
帰
一
理
想
―
帰
一
協
会
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
」（
前
掲
注
４
『
帰
一
協
会
の
挑
戦
と
渋
澤
栄
一
』）。

（
７
）　

高
橋
原
は
『
帰
一
協
会
会
報
』
第
一
〇
号
、
第
一
一
号
を
未
見
と
し
て
い
る
（
前
掲
注
４「
帰
一
協
会
の
理
念
と
そ
の
行
方
―
昭
和
初
期
の
活
動
」）

が
、
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
る
。
な
お
同
館
所
蔵
の
『
会
報
』
第
一
（
再
版
・
大
正
二
年
八
月
）、
第
一
〇
（
大
正
一
〇
年
九
月
）

に
は
、「
記
念
文
庫
佐
藤
昌
介
」
の
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。

（
８
）　

拙
稿
「
世
の
為
に
田
を
耕
す
─
大
倉
家
三
代
の
生
き
方
―
第
三
十
八
回
研
究
所
資
料
展
の
報
告
を
兼
ね
て
―
」（『
大
倉
山
論
集
』
六
五
、
大
倉
精

神
文
化
研
究
所
、
平
成
三
一
年
）
を
参
照
。
な
お
松
村
も
協
会
会
員
で
あ
っ
た
。

（
９
）　

入
会
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
規
約
第
五
条
に
「
会
員
二
名
以
上
の
紹
介
」
が
必
要
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
姉
崎
は
「
会
員
を

入
れ
る
時
は
、
此
会
の
目
的
を
よ
く
説
明
し
て
か
ら
で
な
い
と
入
れ
な
か
つ
た
。
根
本
は
思
想
・
道
徳
の
問
題
で
あ
つ
て
、
広
い
意
味
の
社
会
問

題
と
云
ふ
事
を
考
へ
て
も
欲
し
い
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。」
と
説
明
し
て
い
る
（「
姉
崎
正
治
談
話
筆
記
」
渋
澤
青
淵
記
念
財
団
竜
門
社
編
『
渋
澤

栄
一
伝
記
資
料
』
第
四
六
巻
（
渋
澤
栄
一
伝
記
資
料
刊
行
会
、
昭
和
三
七
年
）
四
一
六
頁
）。

（
10
）　

前
掲
注
９
『
渋
澤
栄
一
伝
記
資
料
』
第
四
六
巻
、
六
九
〇
頁
。

（
11
）　

な
お
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
一
一
月
一
日
の
例
会
は
「
講
演
者
等
の
詳
細
は
不
明
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
の
小
冊
子

（
請
求
番
号
ヨ
09 02544

）
よ
り
、
中
島
久
万
吉
「
資
本
と
労
働
と
の
調
節
に
就
て
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

（
12
）　

本
稿
で
矢
吹
慶
輝
旧
蔵
資
料
に
掲
示
し
た
数
字
は
、
佛
教
大
学
浄
土
宗
文
献
セ
ン
タ
ー
編
『
佛
教
大
学
浄
土
宗
文
献
セ
ン
タ
ー
矢
吹
慶
輝
博
士
旧

蔵
遺
品
目
録
』（
佛
教
大
学
浄
土
宗
文
献
セ
ン
タ
ー
、
平
成
八
年
）
の
整
理
番
号
で
あ
る
。

（
13
）　

書
誌
情
報
は
、
前
掲
注
５
の
⑬
を
参
照
。

（
14
）　

大
倉
精
神
文
化
研
究
所
蔵
、
沿
革
史
資
料
№4566

。

（
15
）　

書
誌
情
報
は
、
前
掲
注
５
の
⑭
を
参
照
。

（
16
）　
「
付
記
」（『
帰
一
協
会　

趣
旨
、
意
見
書
、
決
議
、
宣
言
並
規
約　

会
員
名
簿
並
出
版
目
録　

昭
和
六
年
一
月
改
訂
』
一
七
頁
）。
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（
17
）　

矢
吹
慶
輝
旧
蔵
資
料
に
『
紀
要
』
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
前
掲
注
４
「
書
評 

見
城
悌
治
編
『
帰
一
協
会
の
挑
戦
と
渋
澤
栄
一 

グ
ロ
ー
バ
ル
時
代

の
「
普
遍
」
を
め
ざ
し
て
』」
に
よ
っ
て
知
っ
た
。
資
料
閲
覧
に
あ
た
っ
て
は
、
佛
教
大
学
宗
教
文
化
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
熊
谷
貴
志
学
芸
員
に
ご
高

配
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

（
18
）　

林
淳
「
一
九
三
〇
年
、
マ
ル
ク
ス
主
義
者
と
宗
教
学
者
の
論
争
」（『
人
間
文
化
』
二
二
、
愛
知
学
院
大
学
人
間
文
化
研
究
所
、
平
成
一
九
年
）
な

ど
参
照
。

（
19
）　

磯
前
順
一
・
深
澤
英
隆
編
『
近
代
日
本
に
お
け
る
知
識
人
と
宗
教
：
姉
崎
正
治
の
軌
跡
』（
東
京
堂
出
版
、
平
成
一
四
年
）
六
五
～
六
六
頁
、
前
掲

注
９
『
渋
澤
栄
一
伝
記
資
料
』
第
四
六
巻
、
四
八
三
頁
。

（
20
）　
「
帰
一
協
会
の
件
に
つ
き
姉
崎
博
士
来
談
（
一
月
廿
四
日
）」（
前
掲
注
９
『
渋
澤
栄
一
伝
記
資
料
』
第
四
六
巻
、
七
一
三
頁
）。

（
21
）　

大
正
一
二
年
七
月
か
ら
翌
一
三
年
六
月
ま
で
の
収
支
計
算
書
に
は
「（
大
正
一
二
）
年
下
半
季
分
は
震
災
の
為
め
之
か
払
込
を
辞
退
し
た
る
を
以
て

収
入
な
し
」
と
あ
る
（
前
掲
注
９
『
渋
澤
栄
一
伝
記
資
料
』
第
四
六
巻
、
六
八
一
頁
）。

（
22
）　

前
掲
注
20
「
帰
一
協
会
の
件
に
つ
き
姉
崎
博
士
来
談
（
一
月
廿
四
日
）」。『
渋
澤
栄
一
伝
記
資
料
』
に
は
「
右
は
年
次
を
記
さ
ざ
れ
ど
も
、
昭
和
四

年
度
の
文
書
中
に
あ
れ
ば
是
年
の
も
の
と
見
做
す
」
と
あ
る
が
、
規
約
の
改
正
内
容
と
一
致
す
る
た
め
、
昭
和
四
年
の
資
料
で
間
違
い
な
い
。

（
23
）　
「
自
昭
和
四
年
一
月
一
日
至
同
年
一
二
月
卅
一
日
帰
一
協
会
収
支
計
算
書
」（
前
掲
注
９
『
渋
澤
栄
一
伝
記
資
料
』
第
四
六
巻
、
七
一
五
頁
）。
昭
和

七
年
度
は
、
森
村
市
左
衛
門
（
開
作
）
と
服
部
金
太
郎
が
五
〇
〇
円
ず
つ
寄
附
し
て
い
る
（
仏
教
大
学
蔵
「
矢
吹
慶
輝
慶
輝
博
士
旧
蔵
遺
品
」
四

〇
九
五
）。

（
24
）　

前
掲
注
４
「
帰
一
協
会
の
理
念
と
そ
の
行
方
‐
昭
和
初
期
の
活
動
」
参
照
。
な
お
「
は
じ
め
に
」
で
言
及
し
た
大
倉
邦
彦
の
講
演
録
の
校
正
を
依

頼
す
る
石
津
照
璽
書
簡
が
、
当
研
究
所
に
現
存
す
る
（
昭
和
一
〇
年
二
月
二
〇
日
付
、
沿
革
史
資
料
№29082

）。
石
津
も
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）

に
同
室
の
ス
タ
ッ
フ
（
副
手
）
と
な
っ
て
い
る
（
東
京
大
学
宗
教
学
研
究
室
Ｈ
Ｐ
「
宗
教
学
研
究
室
ス
タ
ッ
フ
の
変
遷
」（http://w

w
w
.l.u-tokyo.

ac.jp/religion/history_2.htm
l

、
令
和
二
年
二
月
一
日
閲
覧
））。

（
25
）　

沿
革
史
資
料
№29082

。
邦
彦
が
こ
の
最
後
の
例
会
に
出
席
し
た
か
ど
う
か
は
不
明
。
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資
料
一
　「
帰
一
協
会
の
会
員
一
覧
」
稿

《
凡
例
》

　

一
、
一
覧
の
行
は
会
員
氏
名
で
、
配
列
は
五
十
音
順
と
し
た
。

　

一
、
一
覧
の
列
は
「
会
員
一
覧
」
が
公
開
ま
た
は
作
成
さ
れ
た
年
月
で
、
「
年/

月
」
で
表
記
し
た
。
各
「
会
員
一
覧
」
の
典
拠
は
、

本
文
中
の
二
七
四
～
二
七
五
頁
を
参
照
。

　

一
、
各
会
員
の
未
所
属
期
間
は
網
掛
け
と
し
た
。
ま
た
評
議
員
を
務
め
て
い
た
時
期
は
●
、
幹
事
を
務
め
て
い
た
時
期
は
◎
で
表
記
し

た
。

　

一
、
入
会
し
た
と
推
定
さ
れ
る
時
期
に
は
「
入
」
、
退
会
し
た
と
推
定
さ
れ
る
時
期
に
は
「
退
」
と
表
記
し
た
。
た
だ
し
『
協
会
趣
旨

等
』
収
録
の
「
会
員
中
死
亡
者
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
該
当
す
る
時
期
に
「
死
」
と
表
記
し
た
。

明
45

/６
大

２
/２

大
２

/６
大

２
/７

大
２

/12
大

３
/７

大
３

/12
大

４
/11

大
５

/７
大

５
/12

大
７

/11
大

３
/12

昭
６

/１
昭

10
/１

昭
16

/１

1
Ｒ

・
Ｃ

・
ア

ム
ス

ト
ロ

ン
グ

入
死

2
相

原
一

郎
介

入
〇

〇
3

赤
松

秀
景

入
死

4
ウ

ィ
リ

ア
ム

＝
ア

キ
ス

リ
ン

グ
入

5
秋

月
左

都
夫

入
〇

〇
〇

6
浅

野
孝

之
入

7
朝

吹
英

二
死

8
蘆

野
敬

三
郎

入
退

9
麻

生
正

蔵
入

〇
●

10
姉

崎
正

治
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

11
天

野
為

之
入

退
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明
45

/６
大

２
/２

大
２

/６
大

２
/７

大
２

/12
大

３
/７

大
３

/12
大

４
/11

大
５

/７
大

５
/12

大
７

/11
大

３
/12

昭
６

/１
昭

10
/１

昭
16

/１
12

五
十

嵐
直

三
入

死
13

石
田

新
太

郎
入

退
14

石
橋

智
信

入
15

石
橋

甫
入

退
16

磯
野

敬
入

死
17

一
戸

兵
衛

入
退

18
井

上
哲

次
郎

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

退
19

井
上

雅
二

入
〇

〇
〇

20
今

岡
信

一
良

入
〇

〇
〇

21
今

村
力

三
郎

入
22

岩
野

直
英

入
〇

〇
〇

23
Ｓ

・
Ｈ

・
ウ

ェ
イ

ン
ラ

イ
ト

入
退

24
植

木
謙

英
入

退
25

上
田

敏
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

死
26

浮
田

和
民

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

〇
〇

27
鵜

澤
聡

明
入

退
28

内
ヶ

崎
作

三
郎

入
29

宇
野

圓
空

入
〇

〇
30

江
口

定
條

入
31

江
原

素
六

死
32

海
老

名
弾

正
退

33
遠

藤
隆

吉
入

退
34

大
石

正
巳

入
退

35
大

内
青

巒
退

36
大

岡
育

造
入

死
37

大
倉

邦
彦

入
〇

38
大

倉
文

二
死

39
大

倉
孫

兵
衛

入
死
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40
大

迫
尚

道
入

退
41

大
島

泰
信

入
42

大
橋

新
太

郎
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
43

大
村

桂
巌

入
44

小
川

鋪
吉

入
死

45
大

佛
　

衛
入

46
尾

島
真

治
入

47
尾

高
豊

作
入

〇
48

小
野

英
二

郎
入

死
49

小
山

東
助

入
死

50
筧

　
克

彦
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

退
51

片
山

国
嘉

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
退

52
加

藤
勝

治
入

退

53
加

藤
熊

一
郎

（
咄

堂
）

入

54
加

藤
恵

義
入

55
加

藤
玄

智
入

56
加

藤
精

神
入

〇
57

加
藤

正
義

死
58

金
子

馬
治

入
退

59
鎌

田
栄

吉
入

〇
〇

〇
〇

死
60

神
林

隆
浄

入
〇

〇
61

川
島

令
次

郎
入

退
62

川
田

鐵
彌

入
退

63
神

崎
一

作
入

〇
死

64
菊

池
大

麓
入

死
65

岸
本

能
武

太
入

退
66

吉
川

重
吉

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
死

67
肝

付
兼

行
入

退
68

シドニ＝ギュリック
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
69

日
下

義
雄

入
死
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明
45

/６
大

２
/２

大
２

/６
大

２
/７

大
２

/12
大

３
/７

大
３

/12
大

４
/11

大
５

/７
大

５
/12

大
７

/11
大

３
/12

昭
６

/１
昭

10
/１

昭
16

/１
70

窪
田

静
太

郎
入

退
71

Ｄ
・

Ｃ
・

グ
リ

ン
死

72
黒

井
悌

次
郎

入
退

73
黒

岩
周

六
入

死
74

黒
田

恒
馬

死
75

黒
田

長
和

入
退

76
桑

木
厳

翼
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
退

77
Ｇ

・
Ｉ

・
ケ

ル
ン

入
退

78
郷

隆
三

郎
入

79
ハ

ッ
パ

=
コ

ツ
入

退
80

Ｈ・Ｅ・コルマン
入

退
81

小
久

保
喜

七
入

退
82

五
代

龍
作

入
退

83
五

島
清

太
郎

入
退

84
小

林
一

郎
入

85
近

藤
廉

平
入

死
86

齋
藤

七
五

郎
入

死
87

斎
藤

惣
一

入
88

阪
井

徳
太

郎
入

退
89

阪
谷

芳
郎

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
●

●
●

●
●

90
笹

川
潔

入
退

91
佐

々
木

勇
之

助
入

退
92

佐
藤

鋼
次

郎
死

93
佐

藤
昌

介
入

94
佐

藤
鐵

太
郎

95
佐

野
善

作
入

退
96

澤
柳

政
太

郎
死

97
椎

尾
辨

匡
入

98
塩

澤
昌

貞
入

〇
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99
信

夫
淳

平
入

退
100

柴
田

禮
一

入
死

101
渋

澤
栄

一
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
〇

〇
死

102
渋

澤
敬

三
入

103
島

田
三

郎
入

死
104

島
本

愛
之

助
入

死
105

志
村

源
太

郎
入

死
106

下
村

壽
一

入
107

下
村

宏
入

108
釈

宗
演

退
109

荘
田

平
五

郎
死

110
ジ

ョ
ン

デ
ィ

退
111

白
石

喜
太

郎
入

退
112

Ｄ
・

ス
カ

ダ
入

113
杉

山
重

義
入

退
114

鈴
木

貫
太

郎
入

115
鈴

木
文

四
郎

入
116

関
寛

之
入

117
妹

尾
秀

實
入

118
添

田
敬

一
郎

入
119

添
田

壽
一

入
〇

〇
〇

〇
〇

死
120

鷹
谷

俊
之

入
121

高
木

兼
寛

入
死

122
高

木
壬

太
郎

入
死

123
高

木
八

尺
入

退
124

高
嶋

米
峰

入
125

高
田

早
苗

〇
〇

〇
〇

退
126

高
橋

是
清

退
127

高
峰

譲
吉

入
死

128
瀧

澤
吉

三
郎

入
129

田
澤

義
鋪

入
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明
45

/６
大

２
/２

大
２

/６
大

２
/７

大
２

/12
大

３
/７

大
３

/12
大

４
/11

大
５

/７
大

５
/12

大
７

/11
大

３
/12

昭
６

/１
昭

10
/１

昭
16

/１
130

K・
T・

タ
ダ

ニ
入

退
131

田
所

美
治

入
退

132
田

中
次

郎
入

〇
死

133
田

中
唯

一
郎

入
死

134
田

中
穂

積
入

退
135

田
村

新
吉

入
死

136
團

琢
磨

入
死

137
段

隆
介

入
死

138
千

葉
豊

治
入

139
津

田
敬

武
入

140
綱

島
佳

吉
入

退
141

坪
野

平
太

郎
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
退

142
頭

本
元

貞
入

〇
143

手
島

精
一

退
144

Ｃ
･Ｂ

・
テ

ン
ニ

ィ
入

145
土

肥
修

策
入

〇
〇

〇
146

時
枝

誠
之

入
〇

死
147

土
岐

　
入

死
148

徳
富

猪
一

郎
入

退
149

都
倉

義
一

入
死

150
床

次
竹

二
郎

死
151

友
枝

高
彦

入
〇

〇
152

豊
川

良
平

入
死

153
内

藤
久

寛
入

154
永

井
亨

入
155

長
井

真
琴

入
156

中
島

久
萬

吉
入

〇
157

中
島

半
次

郎
入

死
158

中
島

力
造

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
死
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159
中

野
武

営
死

160
中

山
五

郎
入

〇
〇

161
夏

秋
十

郎
入

退
162

成
田

勝
郎

入
〇

退
163

成
瀬

仁
蔵

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
死

164
新

渡
戸

稲
造

入
死

165
野

口
日

主
入

死
166

野
澤

悌
吾

入
退

167
野

田
　

寛
入

退
168

野
村

戒
三

入
退

169
野

村
金

五
郎

入
170

羽
田

波
之

紹
入

退
171

服
部

宇
之

吉
〇

〇
〇

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

死
172

服
部

金
太

郎
死

173
花

房
太

郎
入

死
174

埴
原

正
直

入
死

175
馬

場
恒

吾
入

176
早

川
千

吉
郎

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

死
177

林
博

太
郎

入
178

林
屋

友
次

郎
入

179
原

田
　

助
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

180
Ｍ

・
Ｃ

・
ハ

リ
ス

入
死

181
ガレン＝フィッシャ

入
182

福
岡

秀
猪

入
死

183
福

原
俊

丸
入

〇
184

藤
崎

三
郎

助
入

退
185

古
河

虎
之

助
入

死
186

古
谷

久
綱

入
死

187
ヒルトン＝ペッドレ

入
退

188
Z

・
H

・
ペ

テ
入

退
189

Ｈ・Ｂ・ベニンホフ
入
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明
45

/６
大

２
/２

大
２

/６
大

２
/７

大
２

/12
大

３
/７

大
３

/12
大

４
/11

大
５

/７
大

５
/12

大
７

/11
大

３
/12

昭
６

/１
昭

10
/１

昭
16

/１
190

Ｔ
・

Ｋ
・

ヘ
ム

マ
ル

入
退

191
Ｇ

・
ボ

ル
ス

入
192

穂
積

重
遠

入
●

●
●

●
193

補
永

茂
助

入
死

194
堀

内
三

郎
入

退
195

堀
越

善
重

郎
入

死
196

本
郷

房
太

郎
入

退
197

本
多

日
生

入
〇

死
198

ク
レ

イ
＝

マ
コ

レ
入

死
199

間
島

與
喜

入
〇

〇
〇

200
増

田
義

一
入

〇
201

増
田

明
六

入
死

202
松

井
茂

入
〇

〇
203

松
浦

政
泰

入
死

204
Ｄ・Ｒ・マッケンジ

入
退

205
松

平
直

亮
入

退
206

松
谷

元
三

入
207

前
田

多
門

入
退

208
松

村
介

石
入

退
209

松
村

亀
太

郎
入

210
松

本
亦

太
郎

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
退

211
丸

山
鶴

吉
入

212
御

木
本

幸
吉

入
213

水
野

錬
太

郎
入

214
三

井
髙

修
入

退
215

三
村

君
平

入
死

216
宮

岡
恒

次
郎

入
〇

〇
〇

〇
〇

217
宮

岡
直

記
入

退
218

宮
川

邦
基

入
退



新
出
資
料
か
ら
み
る
帰
一
協
会
の
全
体
像
（
星
原
）

293

219
宮

本
正

尊
入

〇
〇

220
村

井
貞

之
助

入
退

221
村

井
知

至
入

退
222

村
上

専
精

〇
〇

〇
退

223
目

賀
田

種
太

郎
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
死

224
望

月
信

亨
入

退
225

本
野

一
郎

入
死

226
森

越
太

郎
入

227
森

川
智

徳
入

228
森

村
市

左
衛

門
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
〇

死

229
森

村
市

左
衛

門
（

開
作

）
入

●
●

●
●

●

230
諸

井
四

郎
入

231
諸

井
恒

平
入

退
232

諸
井

六
郎

入
〇

死
233

八
代

六
郎

退

234
安

川
敬

一
郎

（
撫

松
）

入

235
安

田
善

三
郎

入
死

236
矢

吹
慶

輝
入

●
●

死
237

矢
野

茂
入

死
238

矢
野

恒
太

入
239

山
内

繁
雄

入
〇

240
山

川
端

夫
入

退
241

山
岸

慶
之

助
入

242
山

口
宏

澤
入

死
243

山
下

弥
七

郎
入

退
244

山
田

英
太

郎
入

退
245

山
田

三
良

入
〇

〇
〇

〇
246

山
梨

半
造

入
退

247
山

屋
他

人
入

退
248

湯
河

元
臣

入
退
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（
付
記
）

昭
和
一
〇
年
一
月
と
昭
和
一
六
年
一
月
の
「
会
員
一
覧
」
に
「
安
川
撫
松
」
の
氏
名
が
あ
る
。「
撫
松
」
は
安
川
敬
一
郎
（
234
）
の
号
で
、

大
正
二
年
一
二
月
か
ら
名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
安
川
は
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
一
一
月
三
〇
に
死
去
し
て
お
り
、
な
ぜ
「
会

員
中
死
亡
者
」
に
転
記
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
一
覧
で
は
会
員
の
ま
ま
と
し
、
後
考
を
俟
ち
た
い
。

明
45

/６
大

２
/２

大
２

/６
大

２
/７

大
２

/12
大

３
/７

大
３

/12
大

４
/11

大
５

/７
大

５
/12

大
７

/11
大

３
/12

昭
６

/１
昭

10
/１

昭
16

/１
249

吉
田

静
致

入
〇

250
ジョジ＝ロランド

入
251

脇
田

勇
入

退
253

和
田

豊
治

死
253

和
田

豊
治

死
254

渡
邊

海
旭

入
死

255
渡

邊
得

男
入

退
256

セオドル＝ウォルサ
入
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資料二　昭和四年度から昭和一五年度までの「帰一協会例会での講演者一

覧」

　《凡例》

　一、本一覧の列項目は『帰一協会の挑戦と渋澤栄一』の付録「帰一協会

例会での講演者一覧」に準じた。

　一、「典拠／備考」欄では、上記「帰一協会例会での講演者一覧」を典

拠とした場合、『帰一協会』と略記した。また大倉精神文化研究所

所蔵「沿革史資料」が典拠である場合、「大倉・資料番号」と表記

した（例：大倉1274-21）。その他の資料については、所蔵先を次の

ように略記した。①国立国会図書館憲政資料室⇒憲政、②同志社大

学図書館⇒同志社、③佛教大学所蔵「矢吹慶輝博士旧蔵遺品」⇒矢

吹。

　一、典拠資料が『帰一協会紀要』である場合は★で明示した。

例会（実施日） 講演者「論題」 参加者 典拠／備考
一月総会 
(昭和４年１月●日)

井染祿郎「ソビエト露西亜の東洋に於ける
革命指導の実情（世界革命の実情）」 ? 『帰一協会』、矢吹4160

二月例会 
(昭和４年２月22日)

友枝高彦「世界宗教会議と国際文化交換
とについて」 ? 『帰一協会』、矢吹4160

三月例会 
(昭和４年３月22日) 大内兵衛「経済学における現時の傾向」 ? 『帰一協会』、矢吹4160

四月例会 
(昭和４年４月19日) 加藤咄堂「所謂教化運動の種々相」 14名 『帰一協会』、矢吹4160、

★大倉5691
五月例会 
(昭和４年５月17日) 大倉邦彦「教化運動についての余の体験」 10名 『帰一協会』、矢吹4160、

★大倉7112
六月特別例会 
(昭和４年６月３日) タゴール歓迎茶話会 43名 『帰一協会』、矢吹4160、

★大倉5691
七月例会 
(昭和４年７月８日) 加藤精神「思想問題に関する私見」 ? 『帰一協会』、矢吹4160

八月、九月 
(昭和４年８月、９月) 休会 ? 矢吹4160

十月例会 
(昭和４年10月18日)

山内繁雄「遺伝学上より見たる産児制限の
批判」 ? 『帰一協会』、矢吹4160

十一月例会 
(昭和４年11月４日) 原田助「米国魂とは何ぞや」 24名 『帰一協会』、矢吹4160、

★大倉5691
十二月例会 
(昭和４年12月●日) 牧野英一「行刑の改良とその思想的意義」 ? 『帰一協会』、矢吹4160
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例会（実施日） 講演者「論題」 参加者 典拠／備考
一月総会 
(昭和５年１月24日) 矢吹慶輝「新日本の思想問題(１)」 21名 『帰一協会』（17日)、矢吹

4095
二月例会 
(昭和５年２月21日) 矢吹慶輝「新日本の思想問題(２)」 ? 『帰一協会』

三月例会 
(昭和５年３月28日) 二木保幾「仏教とマルキシズム」 18名 『帰一協会』、★矢吹4095

四月例会 
(昭和５年４月25日)

木村龍寛「聖雄ガンヂーの運動及びそれを
中心としたる印度現今の思想」 ? 『帰一協会』、矢吹4160

五月例会 
(昭和５年５月30日) 林博太郎「最近欧米の教育思潮」 18名 『帰一協会』、★矢吹4095

六月例会 
(昭和５年６月27日)

酒田秀一「ソヴィエットロシアの社会
事情」 ? 『帰一協会』

七月、八月 
(昭和５年７月、８月) 休会ヵ ? 『帰一協会』

九月例会 
(昭和５年９月29日) 宇野圓空「植民地の宗教事情」 ? 『帰一協会』

十月例会 
(昭和５年10月24日)

下村宏「我が国に於ける現代政治経済事
情」 ? 『帰一協会』

十一月例会 
(昭和５年11月13日) 伝道問題調査懇話会(１) ? 『帰一協会』

十二月例会 
(昭和５年12月27日) 伝道問題調査懇話会(２) ? 『帰一協会』

一月総会 
(昭和６年１月22日) 姉崎正治「現代的と宗教的」 27名 『帰一協会』、大倉5691

二月例会 
(昭和６年２月27日)

今村力三郎「思想に基く犯罪（主として京
都学生事件の話）」 ? 『帰一協会』

三月例会 
(昭和６年３月27日) 河合栄次郎「学生思想問題について」 21名 『帰一協会』（19日)、★矢

吹4095
四月例会 
(昭和６年４月24日) 平田勲「日本共産党の誤謬」 21名 『帰一協会』、★大倉5691、

★矢吹4095
五月例会 
(昭和６年５月29日) 河合栄次郎「マルキシズム批判」 35名 『帰一協会』、★矢吹4095

六月例会 
(昭和６年６月29日) 矢吹慶輝「反宗教運動について」 23名 『帰一協会』、★矢吹4158

七月、八月 
(昭和６年７月、８月) 休会ヵ ？

九月例会 
(昭和６年９月25日) 宇野圓空「マルキシズムの宗教史観批判」 29名 『帰一協会』（15日)、★矢

吹4095
十月例会 
(昭和６年10月27日) 姉崎正治「仏教の社会観と社会案」 ? 『帰一協会』

十一月例会
(昭和６年11月24日） 故渋沢子爵追憶談話会 28名 『帰一協会』、★矢吹4095

十二月例会 
(昭和６年12月28日) 頭本元貞「満洲事変に関する世界の論調」 25名 ★憲政「真崎甚三郎関係文

書」2098
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一月総会 
(昭和７年１月26日) 高島米峰「僧侶及び寺院の行衞」 ? 矢吹4095

二月例会 
(昭和７年２月23日) 椎尾辨匡「有信有業の教育」 34名 ★矢吹4095

三月例会 
(昭和７年３月29日) 矢野恒太「教育の第一目的」 ? 矢吹4095

四月例会 
(昭和７年４月28日)

尾高豊作「初等教育に関する最近の思潮－
特に郷土教育に就いて」 16名 ★矢吹4095

五月例会 
(昭和７年５月26日) 大村桂厳「青年教育と宗教教育」 ? 矢吹4095

特別懇話会 
(昭和７年６月３日)

国際平和に就いて懇話会（米国伝道再調査
団、日本宗教協会、帰一協会) 38名 ★矢吹4095

六月例会 
(昭和７年６月29日) 田澤義鋪「日米青年団の現状」 21名 ★矢吹4095

七月、八月 
(昭和７年７月、８月) 休会 ? 矢吹4095

九月例会 
(昭和７年９月30日) 矢吹慶輝「植民地統治に関する一考察」 18名 ★矢吹4095、★矢吹4159

十月例会 
(昭和７年10月25日) 井上雅二「韓国統治の経験と満洲」 15名 ★矢吹4095

十一月例会 
(昭和７年11月25日) 山内繁雄「日本に関するアメリカの輿論」 ? 矢吹4095

十二月例会 
(昭和７年12月21日) 松井茂「欧米政治界の感想」 ? 矢吹4095

一月総会 
(昭和８年１月27日) 秋月左都夫「国際聯盟に関して」 22名 同志社『帰一協会趣旨等』、

★矢吹4095
二月例会 
(昭和８年２月23日) 頭本元貞「キリスト教伝道の行詰り」 ? 同志社『帰一協会趣旨等』

三月例会 
(昭和８年３月23日) 神林隆浄「仏教の将来」 17名 同志社『帰一協会趣旨等』、

★矢吹4095

四月例会 
(昭和８年４月26日)

今岡信一良「伝道の方針の改革（キリスト
教伝道の転向－米国伝道調査団の報告につ
いて)」

? 『帰一協会』、同志社『帰一
協会趣旨等』

五月例会 
(昭和８年５月16日)

｢宗教問題懇談会（世界宗教会議に就いて)」
(日本宗教協会・帰一協会） ? 同志社『帰一協会趣旨等』

六月例会 
(昭和８年６月13日) 新渡戸稲造「日米文化交換について」 18名

同志社『帰一協会趣旨
等』、★憲政「下村宏関
係文書(その２)」340（目
録に昭和７年とあるが誤
り)、★矢吹4095

七月例会 
(昭和８年７月11日)

｢宗教問題懇談会（世界宗教会議出席者送
別を主として)｣（日本宗教協会・帰一協会) 54名 同志社『帰一協会趣旨等』、

矢吹4095
八月、九月 
(昭和８年８月、９月) 休会 同志社『帰一協会趣旨等』
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例会（実施日） 講演者「論題」 参加者 典拠／備考

十月例会 
(昭和８年10月5日)

｢宗教問題懇談会（姉崎、中山両氏帰朝及
びマシウス博士来朝歓迎を主として)｣（世
界宗教平和会議日本委員・日本宗教協会・
帰一協会）

? 同志社『帰一協会趣旨等』

十一月例会 
(昭和８年11月15日)

渋沢子爵追悼懇話会（「追悼」阪谷芳郎・
堀越善重郎・海老名弾正） 30名

『渋沢栄一伝記資料』第46
巻、★憲政「下村宏関係文
書（その２)」329（目録に
昭和9年とあるが誤り)、
★矢吹4095

十二月例会 
(昭和８年12月15日）

相原一郎介「ナチスの宗教文化政策に就い
て」 18名 同志社『帰一協会趣旨等』、

★矢吹4095
一月大会 
(昭和９年１月31日) 石橋智信「ユダヤ人問題について」 16名 同志社『帰一協会趣旨等』、

★矢吹4095
二月例会 
(昭和９年２月23日) 矢吹慶輝「西洋人の観たる日本国民性｣ 19名 同志社『帰一協会趣旨等』、

★矢吹4095、★矢吹4156
三月例会 
(昭和９年３月19日) 関寛之「親子同伴死の流行について」 19名 同志社『帰一協会趣旨等』、

★矢吹4095
四月例会 
(昭和９年４月27日) 頭本元貞「満洲国に関して」 ? 同志社『帰一協会趣旨等』

五月特別茶話会 
(昭和９年５月28日) 姉崎正治「国際文化の問題」 ? 同志社『帰一協会趣旨等』

六月例会 
(昭和９年６月29日) 渋沢敬三「奄美十島の話」 ? 同志社『帰一協会趣旨等』

七月、八月 
(昭和９年７月、８月) 休会 同志社『帰一協会趣旨等』

九月例会 
(昭和９年９月28日)

正木亮「財政上より見たる行刑と教化上よ
り見たる行刑」 ? 同志社『帰一協会趣旨等』

十月特別茶話会 
(昭和９年10月23日) 姉崎正治「現代文化の一問題」 48名 同志社『帰一協会趣旨等』、

★矢吹4095
十一月例会 
(昭和９年11月21日) 秋月左都夫「教育の再吟味」 ? 同志社『帰一協会趣旨等』

十二月例会 
(昭和９年12月19日）

浅野孝之「訓育を中心としたる学校教育
の実際」 ? 同志社『帰一協会趣旨等』

一月例会 
(昭和10年１月29日）

大倉邦彦「学生並に成年者の精神教育─東
洋的なものを求めて－」 18名 大倉1274-21、★大倉2702

・大倉4516・大倉5691
二月例会 
(昭和10年２月26日) 中根環堂「禅の教育について」 12名 大倉1274-21、★大倉5691

三月例会 
(昭和10年３月28日)

秋月左都夫「教育の再吟味－美濃部博士の
学説問題に因みて－」 21名 大倉1274-21、★矢吹4095

四月例会 
(昭和10年４月26日) 秋月左都夫「教育本部の設置に関して」 14名 大倉1274-21、★矢吹4095

五月例会 
(昭和10年５月28日） 神崎一作「神道と宗教」 14名 大倉1274-21、★矢吹4095

六月例会 
(昭和10年６月25日) 矢吹慶輝「最近の宗教教育問題について」 20名 大倉1274-21、★矢吹4146、

4157
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七月、八月 
(昭和10年７月、８月) 休会 ? 大倉1274-21

九月例会 
(昭和10年９月30日) 鳥居龍蔵「満蒙の宗教－特に現時の状勢－｣ ? 大倉1274-21

十月例会 
(昭和10年10月28日) 友枝高彦「ナチ独逸の精神問題」 ? 大倉1274-21

十一月例会 
(昭和10年11月26日) 姉崎正治「人の心の動き」 ? 大倉1274-21

十二月例会 
(昭和10年12月20日) 岩野直英「法華経より見たる我が国体」 ? 大倉1274-21

一月総会 
(昭和11年１月31日) 下村壽一「教学と宗教の問題」 21名 大倉4566、大倉1274-21、

★矢吹4095
二月例会 
(昭和11年２月) 休会 大倉4566、大倉1274-21

三月例会 
(昭和11年３月27日) 姉崎正治「聖徳太子の世界観殊に国家観」 ? 大倉4566、大倉1274-21

四月例会 
(昭和11年４月28日)

浅野孝之「宗教的情操の滋養に関する依命
通牒を背景とする学校に於ける宗教教育」 18名

大倉4566、大倉1274-21
、★大倉31156、★矢吹
4095

五月例会 
(昭和11年５月29日) 今岡信一良「宗教教育の具体的方法」 34名 大倉4566、大倉1274-21、

★大倉5691、★矢吹4095
六月例会 
(昭和11年６月26日) 入沢宗寿「学校に於ける宗教教育の問題」 17名 大倉4566、大倉1274-21、

★矢吹4095
七月、八月 
(昭和11年７月、８月) 休会 大倉4566、大倉1274-21

九月例会 
(昭和11年９月30日) 頭本元貞「欧州政局と日本」 ? 大倉4565、大倉4566、大倉

1274-21
十月例会 
(昭和11年10月26日) 姉崎正治「文明危機の問題」 40名 大倉4566、大倉1274-21、

★矢吹4153
十一月例会 
(昭和11年11月27日) 矢野恒太「国民経済と人口問題」 22名 大倉4566、大倉1274-21、

★矢吹4144
十二月例会 
(昭和11年12月12日) 座談会「最近の類似宗教団体問題」 18名 大倉4566、大倉1274-21、

★矢吹4145
一月例会 
(昭和12年１月29日)

宇野圓空「最近宗教問題に関する批判につ
いて」 18名 大倉1274-21、★大倉5691

、★矢吹4148
二月例会 
(昭和12年２月27日) 矢吹慶輝「祭政一致と政教問題」 25名 大倉1274-21、★大倉5691、

★矢吹4149
三月例会 
(昭和12年３月30日) 下村宏「癩の話」 ？ 大倉1274-21、★矢吹4150

四月例会 
(昭和12年４月28日) 高谷覚蔵「最近ソビエツトの政治と文化」 ？ 大倉1274-21、★矢吹4151

五月例会 
(昭和12年５月15日) 木津無庵「師範学校巡講の経験について」 ? 大倉1274-21

六月例会 
(昭和12年６月29日)

川上清吉「師範学校及小学校に於ける宗教
教育の状況」 22名 大倉1274-21、★矢吹4152
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例会（実施日） 講演者「論題」 参加者 典拠／備考
七月、八月 
(昭和12年７月、８月) 休会 大倉1274-21

九月例会 
(昭和12年９月30日) 姉崎正治「本年旅行の所見」 35名 大倉1274-21、

★大倉5691、★矢吹4162-1
十月例会 
(昭和12年10月29日) 頭本元貞「事変と世界の与論」 ? 大倉1274-21

十一月例会 
(昭和12年11月26日)

松井茂「北支皇軍を慰問して将来の国策を
思ふ」 15名 大倉1274-21、★大倉5691、

★矢吹4154
十二月例会 
(昭和12年12月21日)

井上雅二「パリーの国際人口会議に出席し
て」 17名 大倉1274-21、★大倉5691、

★矢吹4155
一月例会 
(昭和13年１月29日)

矢吹慶輝「国民精神総動員の新指針につい
て」 18名 大倉1274-21、★大倉5691

二月例会 
(昭和13年２月26日) 今村力三郎「帝人事件とその真相」 ? 大倉1274-21

三月例会 
(昭和13年３月29日) 高島米峰「時局に際して」 ? 大倉1274-21

四月例会 
(昭和13年４月28日) 穂積重遠「教育審議会について」 ? 大倉1274-21、★憲政「下村

宏関係文書(その２)」435
五月例会 
(昭和13年５月30日)

今岡信一良「キリスト教界に於ける現時の
諸問題」 ? 大倉1274-21、★大倉33363

六月例会 
(昭和13年６月30日)

内ケ崎作三郎「支那に於ける宗教及思想問
題」 ？ 大倉1274-21、★矢吹4095

七月、八月 
(昭和13年７月、８月) 休会 大倉1274-21

九月例会 
(昭和13年９月21日) 水野梅曉「支那の宗教について」 ? 大倉1274-21

十月例会 
(昭和13年10月28日) 姉崎正治「不安の世界」 ? 大倉1274-21

十一月例会 
(昭和13年11月29日) 宇野圓空「農村社寺の信仰について」 ？ 大倉1274-21、★矢吹4095

十二月例会 
(昭和13年12月16日)

姉崎正治・高島米峰・松井茂・矢吹慶輝
｢時局と思想及宗教について｣（第一回） ? 大倉1274-21

一月例会 
(昭和14年１月31日)

今岡信一良・大村桂厳「時局と思想及宗教
について」（第二回） ? 大倉1274-21、★矢吹4095

二月例会 
(昭和14年２月28日)

神林隆浄「時局と思想及宗教について」
（第三回） ? 大倉1274-21、★矢吹4095

三月例会 
(昭和14年３月29日)

相原一郎介「時局と思想及宗教について｣
（第四回） ? 大倉1274-21

四月例会 
(昭和14年４月26日)

河口慧海「満蒙に於ける喇嘛の現状につい
て」 24名 大倉1274-21、矢吹4095

五月 
(昭和14年５月) 休会 大倉1274-21

六月例会 
(昭和14年６月26日) 友枝高彦「ナチ独逸の文化政策について」 ? 大倉1274-21
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七月、八月 
(昭和14年７月、８月) 休会 大倉1274-21

九月例会 
(昭和14年９月26日) 秋月左都夫「ポーランド問題について」 ? 大倉1274-21

十月例会 
(昭和14年10月23日) 高楠順次郎「仏教の全貌」 ? 大倉1274-21

十一月例会 
(昭和14年11月) 休会 大倉1274-21

十二月例会 
(昭和14年12月11日) 姉崎正治「旅の中の所見」 ? 大倉1274-21

一月例会 
(昭和15年１月26日) 浅野孝之「中支を視察して」 ? 大倉1274-21

二月例会 
(昭和15年２月22日)

津田敬武「桑港万博に現れたる平和思想と
その運動」 ? 大倉1274-21

三月例会 
(昭和15年３月28日) 下村宏「中央新政権について」 ? 大倉1274-21

四月例会 
(昭和15年４月30日) 田澤義鋪「時局と大国民運動」 ? 大倉1274-21

五月例会 
(昭和15年５月28日) 林屋友次郎「仏教の応用方面」 ? 大倉1274-21

六月例会 
(昭和15年６月26日) 長井真琴「対支文化工作の一面」 ? 大倉1274-21

七月、八月 
(昭和15年７月、８月) 休会 大倉1274-21

九月例会 
(昭和15年９月30日) 山内繁雄「在米の所感」 ? 大倉1274-21

十月例会 
(昭和15年10月24日) 高島米峰「新体制について」 ? 大倉1274-21

十一月例会 
(昭和15年11月28日) 姉崎正治「十七条憲法について｣（第一回) ? 大倉1274-21

十二月例会 
(昭和15年12月23日) 姉崎正治「十七条憲法について｣（第二回) ? 大倉1274-21

昭和16年、昭和17年１
月～10月 不明

十一月例会 
(昭和17年11月） 不明 ? 大倉38571

十二月例会及び総会 
(昭和17年12月20日) 「幹事報告」「本会解散の件」 ? 大倉38571


